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木更津市では 11月 29日（日）に市

内全域で防災訓練を実施しました。朝

8 時に東京湾を震源に震度 6 強の地震

が観測されたという設定の下、災害対

策本部の設置と避難所開設訓練が実施

されました。市民の皆様には、シェイ

クアウト訓練（災害時にとっさに頭を

守るための行動をとること）のご協力

をお願いしていました。 

八幡台公民館と八幡台小学校には、市役所から避難所の担当者のうちそれぞれ 2名が到

着し、ひばり防災協議会の方たちと連携を取りながら避難所の開設訓練を行いました。今

回は新型コロナウイルスの感染予防も避難所運営の観点に組み込み、右上の写真のように

避難者ごとにパーテーションで区画を設置

しました。そのほか、避難者の受付時に検温

を行うほか、発熱者や要支援者の確認を行う

こととなっています。また、まちづくり協議

会で設置している防災倉庫の確認も行い、い

ざというときに備えるための活動を行いま

した。木更津市役所の対策本部からは教育長

他 5名の視察が訪れ、避難所の運営について

意見交換を行いました。 

 いつ起こるか分からない災害に対して、木更津市では地域と連携しながら災害対応がで

きるように準備を続けています。しか

し、避難所運営には避難した方のご協

力が必要不可欠です。避難所の備蓄品

も十分なものはありませんし、職員や

自治会の役員だけで運営できるもので

もありません。災害が起こらないこと

が一番ではありますが、いざというと

きには皆さんと連携しながら活動を行

っていきたいと思います。 
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波岡中学区青少年育成連絡会議では、今年度も小学生とその

保護者を対象に、「たこづくり教室」と「たこあげ大会」を開

催します。 

今年度は新型コロナウイルスの感染対策として、会場を八幡

台小学校体育館及びグラウンドにうつしたほか、事前に八幡

台・波岡の両公民館において、たこの材料を配布し（事前申込

制）、当日のたこあげから参加することも可能としています。

当日、スタッフを含めた参加者全員の検温や手指消毒の徹底を

行うことはもちろん、換気や定期的な備品の消毒等の対応も行

いながら実施予定です。 

なお、今後の状況により急遽開催が中止となる可能性もございます。 

 【主催】波岡中学区青少年育成連絡会議    【協賛】波岡東地区社会福祉協議会 

 日時 令和３年１月１６日（土） ９:３０～１２:００ 
会場 八幡台小学校体育館＆グラウンド 

 

備考  ・今年度は大声大会以外の昔遊びは実施しません。 

・参加者への豚汁、おにぎり等の配布もありません。 

    ・雨天など悪天候の場合はたこづくりのみで終了となります。 

    ・たこづくりの材料は主催者で準備します。 
 

問い合わせ 八幡台公民館（℡３６－４０１０） 
 

※小学生の参加者募集については、学校を通じてご案内させていただいています。 

 
 

 

 

 

八幡台公民館では、郷土史講座において「江戸時代に上烏田に伝わった大般若経と、その転

読会について」と「八幡台開発前の上烏田の様子」について話を伺いました。参加者からは「長

年八幡台に住んでいたが、隣の地区にそのように古い歴史があるなどとは知らなかった」、「自

分が引っ越してくる前の上烏田の様子が分かって面白かった」等の感想が寄せられました。今

回お話いただいた内容は、八幡台公民館40周年記念誌にも掲載予定です。 
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「恐怖の大阪大空襲」 

「うあ～、花火(はなび)のようだ」 

近所のおじさんが叫んだ言葉だった。すぐに我が家が燃えることは想像で

きなかった。 

昭和二十年三月上旬、アメリカ空軍爆撃機Ｂ29による未明の大阪大空襲の

はじまりでした。 

私は当時四歳になったばかりでしたが、余りの恐ろしさにいまだに記憶に

残る事態でした。父母の話と合わせて、この悲惨な悲しい状況をお話します。

「花火だ」と叫んだおじさん、「にげのびただろうか」大阪の街は外周から内

側へと焼かれ住みよい街並みは一部を残し無残な状況で焼失してしまったの

です。 

ご近所の仲のよかった人、友達みんな逃げて無事だっただろうか。今まだ

消息不明です。多くの方が焼死し言葉で言い表せない状況だったそうです。

私達家族、両親と妹と四人が逃げ延びたのは父の判断がよかったからです。

家に火が付き逃げる時、父は「防空壕はだめだ。火がつく。公園に行け」父

は燃える家に入って布団と米少々を持ち出し防火用水を布団にかけて母と私

たちの頭にかぶせた。猛火の中逃げ延びることができたのは、この父の判断

だった。防空壕に入った人の大半は亡くなったとのことでした。 

空襲が終わり夜が明けた。四人で母の故郷奈良、吉野へ向かったが、道中

市内電車の残骸は鉄骨だけとなり、中には逃げ延びようとした人の真っ黒に

焼けた死体、死体。この記憶は今も忘れられない。電柱の脇には焦げ茶色に

なった親子の死体も。 

私たち親子はどうにか生き延びることができ食べ物のない中、歩いて奈良

へ。父が持ち出した少しのお米と道中心ある方から頂いた食べ物で命を繋ぎ、

温かい人の心に感謝。幼いながらに人の心に触れたと思います。その後、終

戦となり、奈良、徳島、福岡と父の仕事が変わり、その苦労も大変でした。

父の弟もビルマで戦死しています。戦争だけは絶対、絶対やってはいけない。

そのような国造りを心から願っている。 
 

いただいた戦争体験は冊子にまとめ、八幡台

公民館内に配架させていただきました。また、

小学校にも謹呈予定です。ご協力いただいた皆

様、ありがとうございました。 
 

←今回の掲載ではありませんが、戦争体験と一 

 緒に平和を祈念するお地蔵さまもいただき 

ました。冊子と併せて大事に飾らせていただ 

きます。 
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◎サツマイモきんとん（4人分） 

材料；サツマイモ350グラム、（Ａ）本みりん30㎖、砂糖50ｇ 

(1)さつまいもはきれいに洗って皮をむいて、２センチ程度に切って水でさっと洗っておく。 

(2）鍋に（１）かぶる程度の水に火が通ったら火を止めて、鍋の湯をこぼしてから火にかけ（Ａ）を加えて、

しゃもじで焦げないように、芋をつぶしながら砂糖を合わせ、全体に火を入れる。 

(3)冷めたら１２等分し、ラップにとって茶巾に絞り仕上げる。 

◎三心庵特製胡麻豆腐（４人分） 

材料；練り胡麻大さじ2、葛粉３０g、水240ml、しょうゆ、わさび適量 

（1）小鍋に水と葛粉をよく合わせて混ぜ、葛粉が溶けたら練り胡麻を加えよく混ぜます。 

（2）（1）を中火にかけ木べらでゆっくり全体をよく混ぜます。固まってきたら焦らず、慌てず、火を弱火に

してさらに８分ぐらい混ぜて火にかけます。焦げやすいので注意しましょう。 

（3）水にぬらしたタッパー又は流し缶に入れて、渇かないように落としラップをして表面を平らにします。 

（4）あら熱を取り、冷蔵庫で30分冷やして４等分に切って完成。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《八幡台公民館で開催されている体操》 

①自立生活体操  状況により、急遽中止や人数の制限を行う可能性があります。 

１月１５日(金) １３：３０～１４：３０ 

※八幡台公民館の活動については、誕生月の制限はなくなりました。 

②八幡台イケイケ体操 

  １月１３日・２０日・２７日（水） １４：００～１６：００ 

③ドリーム八幡台  

  １月８日・１５日・２２日・２９日（金） １３：００～１５：００ 
 

 持ち物は、①動きやすい服装、②上履き、③飲み物、④タオル、⑤マスクです。 
 

※さわやか体操は、現在新規募集は行ってはおりませんが、活動はしています。 

南部地域包括支援センターの出張相談を開催します。 
1月20日（水）  14:00～15:00  学習室3 


